



















𝑒: ⽔蒸気圧, 𝑇: 気温, 𝑝: 気圧
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    ⾼速移動クラッタを分離。
→ ⾼速移動クラッタのレンジサイドローブが周波数エリアジングすることを防ぐ
    ことで、⼤気エコーBとレンジサイドローブを分離。
→ 逆FFTにより⼤気エコーの存在する周波数範囲だけを切り出すことで、































• SSPCSの観測実験におけるナイキスト周波数（ナイキスト速度）は、625 Hz（約69.1 m/s）と
した。従来の観測パラメータにおけるナイキスト周波数（ナイキスト速度）は125 Hz
（約13.8 m/s）あるいは156.25 Hz（約17.3 m/s）であるため、実施した観測実験では、
ナイキスト周波数（ナイキスト速度）は4〜5倍に拡⼤された。
• 以下のドップラースペクトルを得た。
– SSPCSの観測実験で取得した広いナイキスト周波数の測定データを、そのまま⾼速フーリエ
変換（FFT）することで得たドップラースペクトル。
– 従来の観測パラメータで取得されるドップラースペクトル。従来の観測パラメータで取得されるのと
同等のドップラースペクトルは、SSPCSの観測実験で取得した測定データを従来の観測における
ナイキスト周波数と同程度になるまで時間積分（コヒーレント積分）し、その後にFFTすることで
得られる。
• SSPCSありのドップラースペクトルとSSPCSなしのドップラースペクトルを⽐較した。
– SSPCSなしの場合は、周波数エリアジングの影響により、⾼速移動クラッタが従来の
観測パラメータにおける測定周波数範囲に混⼊した。
– SSPCSの場合は、周波数エリアジングの影響を減らすことで、⾼速移動クラッタが従来の観測
パラメータにおける測定周波数範囲に混⼊することを防ぐことができた。
SSPCSは⾼速移動クラッタの低減に有⽤であることを、
観測実験により⽰した。
研究発展の状況
 本共同研究を含むPEDSC・⻄村先⽣との研究協⼒を基に、今年度より
情報・システム研究機構とNICTとの共同研究が開始された
（課題名︓⼤気観測⽤リモートセンシングセンサの⾼度化）。
 情報・システム研究機構とNICTとの共同研究では、⼤気レーダー・WPR
技術に関する取り組みに加え、南極昭和基地に設置されるスペクトルリオ
メータ⽤リアルタイム信号処理装置の製作にも取り組んでいる。
